
































その後，イギリスに亡命していた Voltaire は，そこで Shakespeare の凄
さに気がつくことになったし，実際に J.F.Ducis は翻訳をしている。また，















とか Remond de Sainte-Albine, Abbe La Porte, Abbe Raynal, Prince de 
Ligne といった，数人の演劇人を研究することで模索を続けていったのだ
が，やがて19世紀になってロマン派の宣言をした Victor Hugo の主張と出
会う。これは意義あるものだったが，私はその後に登場した，Eugène 




































































































































































































































































































































































































































































こうした先駆者としての Henry Becque の存在理由には大きいものがあ
ったと思われる。にもかかわず，何故か，日本では，今日まで長いこと，
フランス文学研究者も演劇研究者も，無関心なまま見向きすることもなく，
時間が流れてきた。
私が，Henry Becque にこだわって研究を続けてきたのは，フランスで
17世紀に完成し君臨してきた古典劇を壊し，いまの演劇の基礎を築いた刷
新者の1人として評価したかったからである。だから，私が研究者として向
き合う時，ただ戯曲について研究を進めるだけではなく，リアルタイムの
演劇状況を理解し，そのコンテキストのなかで，彼の戯曲がどういう位置
付けだったか，検討することを心掛けてきた。それには，当時，上演され
た舞台を見た観客が，どういう反応をしたのかを知る必要が出てくるだろ
21
う。書かれた戯曲のみならず，それを演じている舞台を見た観客からの厳
しい視線があってこそ，演劇は存在するものだと，ふだんから考えている
からである。
従って，私の研究は，リアルタイムのパリの新聞に掲載された劇評を読
むことから始まった。幸いなことに，この時期パリでは多くの新聞が発行
されており，玉石混淆とはいえ劇評の宝庫だった。資料に直接あたるため
には，それらを所蔵しているフランス国立図書館に赴かねばならない。そ
れに費やした時間と費用は馬鹿にならないものがあった。劇評の数の多さ
もさることながら，日本と違いフランスの図書館の非合理性は特筆に値す
るからである。最近は，インターネットの普及で自宅で読めるものも出て
きたが，まだまだ量は僅かである。渡仏する必要性は変わらない。
それでも，十数年前から始めたこの研究もやっと峠をこし，それぞれの
初演については分析を終え，九本の論文にまとめることができた。今後は，
資料を再検討し，更に研究を深めていこうと思っている。資料の目こぼし
もあるだろうし，再演の観客の反応も気に掛かっている。ここで止める訳
にはいかないのである。残りの人生もまた，Henry Becque とともに歩み
続けることになるだろう。それは他のことには代え難い喜びとなる筈であ
る。
研究生活を回顧して
